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福岡都市計画地区計画の変更(福岡市決定)

都市計画青葉四丁目地区地区計画を次のように変更する。

名 科、 青葉四丁目地区地区計画

位 置 福岡市東区青葉四丁目の一部

面 積 約 7.6 h日

地区計画の目標 当地区は、本市の都心部より北東約 fLS]oη に位置した丘陵地である。
現在、低層住宅地としての民間開発がほぼ完了しており、今後、
緑豊かでゆとりある良好な居住環境の形成、保全を図ることを目標と
する。

土地利用の方針 良好な低層住宅地としての形成、保全を図る。

建築物等の 閑静な戸建て住宅地として、良好な住環境形成の誘導を図るため、
整備の方針 建築物等の用途の制限を定める。

敷地の細分化とそれに伴う建築物の建詰りを防止し適正な敷地規模
を確保するため、建築物の敷地面積の最低限度を、また、良好な低
層住宅地としての景観形成を図るため、 J.l[ヌはさくの構造の制限を定
める。

ー

酒色 建築物等の 計画図に示す道路に而寸る敷地において、建築することができな
2:経 用途の制限 い建築物は、次に掲げるものとするじ
物 (1 )長屋、共同住宅
等 ただし、床若しくは壁で区画された各住戸の床面積が 50n1以

上のものはこの限りでない。
|羽 (2)寄宿台、下宿
す 2 前項以外の敷地において、建築することができない建築物は、次
る に掲げるものとする。
事 (1)建築基準法別表第二(い)項第一号~第九号に掲げる建築物
項 (2)床若しくは壁で区画された住戸の数が3以上の長屋

建築物の 200 111 
敷地面積の ただし、次の各号のーに該当するもので、その全部をーの敷地とし
最低限度 て使用する場合においてはこの限りでない。

(1 )この地区計画の告示があった日において、現に200111未満の土地
(2)建築基準法別表第二(い)項第九号に掲げる公益上必要な建築
物の敷地として使用する土地

垣又はさく 道路境界に面する垣文はさくの構造は、生垣若しくはフェンス ・鉄
の 梢 1、A旦1 さく等透視可能なものとし、コンクリー卜ブロック又はこれに類するもの
の *，リ 限 は設置してはならない。

ただし、門柱及び意匠上これに附属する部分、並びにフェンスの基
磁等に用いるためのコンクリー卜ブロック等についてはこの限りでない。

ー

r j;U~ 区計画及び地区整備計画の区域並びに建築物等の用途の制限に係る道路は計画図表示の
とおり」

理由
当地区は、民間開発が行われている地区で、一部市街化調整区域となっていた区域が新たに
市街化区域に編入される地区である。今後、良好な住環境の形成、維持を図るため、地区整備
計画に建築物等に関する事項を新たに定めるとともに、編入区j或の追加に伴う区域及び面積の変
更並びに地区整備計四で定めている全てのj:山区施設の整備が完了し、地区施設として定めた目的
は達成されたといえることから、当核地区施設を地区整備計画から削除するため、本案のとおり変
更するものである。
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境界説明表

区分 説 明

①-② 道路界内側

②一③ 地番界①一②延長

③-④ 地番界(開発界)

④一⑤ 地番界⑤一⑥延長

⑤一⑥ 地番界(開発界)

⑥-⑦ 地番界(開発界)

⑦-⑧ 地番界道路端点結線

⑤一① 地番界(開発界)
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